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２０１１．１０ 広報いよし (24)

　今月号は、７月２３日～８月２１日に市

立図書館で開催された「Ｔｏｐ Ｒｕｎｎ

ｅｒ ～やきものでたどる伊予市の歴史

～」に展示された、伊予市の代表的な

焼き物を紹介します。
昌
しょうざんやき

山焼

　
郡中の灘町で友

と も ざ わ あ ら い ち ろ う

澤荒一郎

（号は昌山）が創作した楽焼系

の工芸品です。

　荒一郎は江山焼に魅せられ、

窯元槇鹿蔵をたびたび訪れま

したが、窯場に入れてもらま

せんでした。その後、自らや

きものを創作し、昭和１０年頃

から昌山焼の名が知られるよ

うになり、宮内庁に買い上げ

られたこともありました。

三み
し
ま
や
き

島
焼

　 江 戸 時 代 の 天 明・寛 政 年 間 頃 に、市 場 村 庄 屋 佐
さ え き

伯

忠
ち ゅ う ざ え も ん

左衛門が窯を作り、焼き物を生産し始めたのが三島焼の

おこりといわれています。

　安くて丈夫なため、近隣の家庭ではなくてはならないも

のとなり、日清戦争前後には、満州、上海、インド、アメリカ

など海外まで出荷されました。

郡ぐ
ん
ち
ゅ
う
じ
っ
き
ん

中
十
錦

　寛政年間に郡中の灘町で薬商を営んでいた小
お だ に や り は ち ろ う

谷屋利八郎

の弟の、友
と も く ろ う

九郎が始めたものです。

　中国製上絵の十錦手（赤・緑・黄・紫・青などの上絵具を

施した陶磁器）を摸し、磁器釉表に青・黄・緑・褐などの上

絵具を厚く塗り、その上に錐
きりばな

花（唐草などの釘ぼり）をして

焼いています。　

江こ
う
ざ
ん
や
き

山
焼

　槇
 まきしかぞう

鹿蔵（号は江山）は、上灘の灘町出身で、明治中頃から

昭和にかけて郡中の殿町に住み、江山焼を興しました。

　茶器、花器、人形などの楽焼系の作品が多く、素朴で風

雅な趣があり人々に珍重されました。また、秋山好古、東

郷平八郎などの政治家や高官に呼ばれて庭焼を行うなど

中央でも活躍しました。


